
文
芸
欄

文
芸
欄

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

山
笑
う
風
が
心
耳
捧
げ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
朋
　
子

山
笑
う
空
と
風
と
が
遊
泳
す
　
　
　
　
　
　
美
恵
子

風
楽
し
蒲
公
英
絮
の
旅
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
佐
智
子

蒲
公
英
や
絮
を
飛
ば
し
て
物
思
ふ
　
　
　
　
比
佐
美

た
ん
ぽ
ぽ
の
彼
の
国
に
も
咲
き
出
づ
か
　
　
扶
喜
子

六
甲
の
山
裾
に
住
み
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
里
　
子

山
霞
み
花
粉
ま
か
せ
の
山
笑
う
　
　
　
　
　
松
　
子

庭
に
出
る
た
の
し
み
た
ん
ぽ
ぽ
日
和
か
な
　
　
恵

梅
苑
句
会
（
東
灘
区
）

若
葉
も
え
も
の
思
う
日
や
空
青
し
　
　
　
　
藤
綱
　
孝
子

穏
や
か
な
日
本
の
空
に
桜
舞
う
　
　
　
　
　
山
田
シ
ヅ
子

パ
パ
パ
パ
と
叫
ぶ
お
さ
な
に
春
よ
来
よ

時
枝
千
穂
子

桜
爛
漫
支
え
し
幹
に
苔
む
し
て
　
　
　
　
　
深
沢
　
清
子

篠
原
句
会
（
灘
区
）

春
雨
に
児
を
抱
き
走
る
若
き
母
　
　
　
　
　
河
野
　
光
代

卆
業
や
位
牌
の
父
へ
語
り
か
け
　
　
　
　
　
木
原
　
愛
子

靴
紐
に
気
を
そ
ら
さ
れ
て
花
疲
れ　
　
　
　

渡
辺
　
寛
治

老
梅
に
花
あ
と
の
実
の
い
じ
ら
し
さ
　
　
　
清
水
　
昭
子

夜
桜
の
ト
ン
ネ
ル
密
に
ス
マ
ホ
連
　
　
　
　
仁
居
津
　
勲

き
の
う
咲
き
今
日
は
散
り
行
く
さ
く
ら
か
な
伊
藤
　
秀
子

旧
暦
で
祝
う
我
が
家
の
雛
祭
り　
　
　
　
　

村
上
　
彌
廣

ぐ
み
の
木
の
芽
吹
き
い
っ
せ
い
今
日
の
朝

横
田
　
昌
子

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

北
野
坂
ミ
モ
ザ
が
似
合
う
坂
の
町
　
　
　
　
和
　
子

新
造
船
就
航
待
つ
や
春
の
海
　
　
　
　
　
　
悦
　
子

四
月
尽
の
ん
び
り
低
く
飛
行
船
　
　
　
　
　
千
枝
子

登
下
校
想
ひ
で
多
き
や
ま
つ
つ
じ
　
　
　
　
道
　
子

亡
き
友
と
酒
酌
み
交
わ
す
花
の
下　
　
　
　
　

丘

作
業
着
の
汚
れ
を
競
う
新
社
員　
　
　
　
　

和
　
志

須
磨
の
寺
青
葉
の
笛
に
匂
う
黴か
び

　
　
　
　
　
哲
　
男

東
雲
や
摩
耶
の
嶺
嶺
風
光
る　
　
　
　
　
　

啓
　
臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

老
い
て
な
お
鮊い

か
な
ご子
の
列
並
び
待
つ　
　
　
　

藤
田
ユ
イ
子

春
色
の
ト
ン
ネ
ル
潜
り
家
路
着
く　
　
　
　

山
口
　
茂
子

支
え
ら
れ
卆
寿
の
祝
い
あ
た
た
か
し

藤
井
　
歌
子

雨
来
そ
う
金
の
成
る
木
を
挿
し
木
す
る

岡
田
富
早
恵

巣
立
ち
ゆ
く
親
鳥
の
愛
ひ
な
に
そ
そ
ぐ

林
　
　
靜
野

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

句
歌
集
は
名
刺
代
わ
り
に
配
ら
れ
る
買
い
た
く
な
る
は
川
柳
本
　
　
　
　
　  

か
ん
い
ち

枯
れ
木
か
と
思
い
し
枝
に
つ
ぼ
み
み
て
胸
に
伝
わ
る
春
の
鼓
動
か
　
　
　
　  

箱
守
喜
久
子

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

暖
か
な
日
差
し
を
あ
び
て
桜
木
の
蕾
み
ふ
く
ら
む
開
く
を
待
つ
か

　
　

  

礒
元
カ
ヨ
子

裏
庭
に
フ
キ
の
あ
ま
た
育
ち
い
て
ア
リ
ス
の
マ
マ
さ
ん
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と　

  

船
崎
め
り
子

ひ
ょ
っ
こ
り
と
歯
科
医
院
に
て
旧と

も友
に
会
い
互
い
の
現い

ま在
を
夢
中
で
交
流　

  

山
田
加
壽
代

◆
個
人

覚
め
て
は
又
浅
き
ま
ど
ろ
み
繰
り
返
す
思
い
は
深
き
春
暁
の
闇　
　
　
︵
灘
︶
上
田
　
節
子

親
田
棚
弟
背
な
に
水
運
び
食
事
風
呂
た
き
昭
和
の
ケ
ア
ラ
ー　
　
　
　
︵
中
︶
水
口
　
敏
子

独
り
言
多
く
な
り
け
り
五
月
雨　
　
　
　
　

山
田
　
朝
子

時
計
草
い
ま
何
時
か
と
問
う
て
み
る

粟
野
　
富
江

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

熱
き
茶
を
勧
め
る
母
の
暑
気
払
い
　
　
　
　
馬
場
み
つ
え

病
葉
を
見
つ
め
て
我
も
自
己
診
断
　
　
　
　
山
本
　
恒
雄

藍
々
と
丹
生
の
山
夏
に
入
る 

 

前
川
　
弘
子

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

堪
え
忍
ぶ
彼
の
地
に
も
来
よ
春
の
温
も
り

南
　
久
美
子

満
開
の
花
散
り
つ
ぐ
や
風
通
る　
　
　
　
　

松
村
二
三
枝

三
度
の
検
診
終
え
て
安
堵
の
春　
　
　
　
　

山
下
　
久
一

春
め
く
や
腰
の
痛
み
に
曾
孫
の
手
　
　
　
　
て
る
子

麗
ら
か
や
鳩
小
屋
に
声
の
も
ど
り
来
て

若
林
　
節
子

花
山
会
（
北
区
）

雨
一
夜
一
気
に
開
く
黄
水
仙 

 

林
　
巳
三
子

好
天
を
世
情
に
篭
り
弥
生
尽 

 

井
関
　
礼
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

初
午
祭
風
に
な
ぶ
ら
れ
疲
れ
け
り　
　
　
　

石
井
　
敏
子

軒
下
や
競
ふ
て
咲
く
は
蘭
の
花
　
　
　
　
　
辻
　
寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

春
来
れ
ぞ
戦
禍
ウ
イ
ル
ス
先
見
え
ず

塩
見
　
光
子

安
曇
野
や
田
に
山
写
し
初
桜 

 

田
中
　
弘
子

風
薫
る
ゆ
れ
て
か
け
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル

筒
井
　
豊
子

桜
餅
携
え
墓
に
知
ら
せ
三
つ 

 

中
井
　
光
子

音
も
な
く
只
ひ
た
す
ら
に
散
る
桜　
　
　
　

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

早
番
の
ナ
ー
ス
の
カ
タ
コ
ト
春
め
け
る

金
行
　
　
隆

小
糠
雨
峠
を
越
え
れ
ば
遍
路
宿
　
　
　
　
　
久
松
　
礼
子

襟
を
抜
き
ち
ょ
い
と
小
粋
に
春
シ
ョ
ー
ル

松
本
　
洋
子

漁
火
の
朧
に
ゆ
れ
て
浮
御
堂
　
　
　
　
　
　
増
田
　
嗣
夫

相
部
屋
の
遍
路
が
語
る
半
世
紀
　
　
　
　
　
岸
下
　
庄
二

春
眠
や
八
十
路
の
二
度
寝
覚
め
や
ら
ず

秋
山
　
弘
之

娘
よ
り
播
州
織
の
春
シ
ョ
ー
ル　
　
　
　
　

脇
坂
有
多
子

さ
み
ど
り
の
草
木
染
な
る
春
シ
ョ
ー
ル

黒
田
　
久
江

春
シ
ョ
ー
ル
似
合
ふ
ほ
ほ
え
み
汀
子
逝
く

藤
井
久
美
子

日
本
の
春
を
名
残
り
の
桃と

う
か
す
い

花
水
　
　
　
　
　
北
条
　
幸
夫

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

鳥
帰
る
一
群
を
又
一
群
を　
　
　
　
　
　
　

貞
永
　
弘
子

う
っ
と
う
し
い
ニ
ュ
ー
ス
撥
ね
除
け
芽
ぶ
く
木
々

藤
田
　
和
夫

つ
か
の
間
の
別
れ
雪
か
も
地
区
そ
う
じ
　
　
松
隈
　
弘
子

指
萎
え
て
撥
の
す
べ
り
し
寒
稽
古　
　
　
　

佐
溝
満
喜
子

公
園
の
土
柔
ら
か
く
春
兆
す 

 

丸
尾
　
嘉
子

ゆ
る
や
か
な
流
れ
四
月
の
鯉
太
し
　
　
　
　
高
石
　
勝
行

八
十
路
来
て
会
話
少
な
き
冬
の
雨　
　
　
　

石
本
　
宏
一

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

碁
敵
や
勝
負
そ
こ
そ
こ
桜
餅　
　
　
　
　
　

林
　
　
慎
一

草
餅
や
日
の
ぬ
く
も
り
が
母
の
味　
　
　
　

松
下
修
二
郎

新
調
の
制
服
の
衿
風
光
る　
　
　
　
　
　
　

上
原
　
綾
子

風
光
る
黄
や
紫
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　
　

岩
田
美
代
子

咲
き
あ
ふ
れ
赤
一
色
の
つ
つ
じ
か
な

髙
見
希
豫
子

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

牡
丹
咲
く
寺
を
捜
し
て
道
迷
う
　
　
　
　
　
大
畑
留
理
子

人
離
れ
残
り
し
牡
丹
の
白
き
こ
と
　
　
　
　
中
村
佳
代
子

言
葉
無
く
ス
マ
ホ
の
写
真
紅
牡
丹　
　
　
　

樋
山
　
隆
夫

紅
牡
丹
色
を
守
り
し
わ
ら
の
傘
　
　
　
　
　
久
下
　
順
司

逢
え
ぬ
友
早
く
見
せ
た
き
庭
牡
丹
　
　
　
　
山
本
雄
二
郎

人
も
無
き
屋
敷
の
庭
に
牡
丹
あ
り
　
　
　
　
木
村
　
敏
博

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

立
ち
つ
く
す
狸
の
置
物
春
う
ら
ら
　
　
　
　
田
畑
美
恵
子

春
の
兆
し
微
力
に
お
ぼ
ゆ
今
朝
の
ジ
ョ
グ

大
上
　
昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

イ
ヌ
ワ
シ
の
高
く
飛
翔
し
苗
植
え
る

田
野
　
育
利

腕
高
く
和
太
鼓
打
て
ば
風
青
し　
　
　
　
　

森
本
　
珠
実

草
餅
の
焼
け
し
香
り
を
懐
か
し
む　
　
　
　

山
本
ス
ミ
子

母
の
忌
の
山
沿
い
行
く
や
藤
の
花　
　
　
　

大
橋
　
治
子

菖
蒲
湯
に
浸
か
り
て
そ
っ
と
我
が
手
見
る

喜
田
　
弘
征

愛
犬
を
思
い
出
さ
せ
る
卯
月
雨　
　
　
　
　

阪
本
　
道
子

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
区
）

晴
天
や
庭
に
色
ど
る
杜か

き
つ
ば
た若　
　
　
　
　
　
　

藤
森
　
勝
子

青
嵐
の
人
逝
き
て
昭
和
遠
く
に　
　
　
　
　

川
上
　
富
範

五
月
来
る
年
を
重
ね
て
卒
寿
か
な　
　
　
　

武
井
　
勇
二

◆
個
人

京
あ
る
き
竹
林
わ
た
る
初
夏
の
風
　
　
︵
東
︶
天
井
　
紀
子

畑
よ
り
帰
っ
て
来
た
か
ド
ア
の
音
　
　（
東
）
武
田
　
勝
子

湯
煙
や
星
も
あ
な
た
も
お
ぼ
ろ
な
り
（
灘
）
都
倉
　
知
子

清す
が

し
殿
楠
公
祭
や
五
月
か
な　
　
　
　
（
灘
）
福
井
　
悦
子

釋
迦
堂
に
説
教
白
布
御
身
拭　
　
　
　
（
灘
）
安
田
奈
美
江

新
鮮
な
初
夏
を
並
べ
る
直
売
所
　
　
　（
灘
）
山
上
　
幸
子

コ
ロ
ナ
禍
の
春
荼
毗
に
付
す
姉
涙
雨　
（
北
）
鎌
内
千
代
子

朝
日
差
し
雛
の
微
笑
む
仏
間
か
な　

（
北
）
竹
村
　
良
子

石
垣
の
芳
草
つ
み
た
り
通
学
児　
　
　
（
北
︶
山
田
キ
ミ
子

漆
黒
の
レ
コ
ー
ド
拭
き
て
長
閑
な
り
　（
須
）
渡
辺
眞
佐
代

目
覚
め
ゆ
く
も
の
を
抱
へ
て
山
笑
ふ　
（
須
）
高
橋
　
統
子

笹
か
ざ
り
月
を
相
手
の
手
勺
か
な
　
　（
垂
）
藤
田
　
恵
子

ね
ね
の
像
有
馬
の
足
湯
春
う
ら
ら
　
　（
垂
）
山
田
と
し
ゑ

花
水
木
お
で
か
け
前
の
す
ま
し
顔　

　（
西
）
小
幡
美
沙
子

見
え
ま
す
か
桜
並
木
の
清
水
川
　
　
　
︵
西
︶
芝
田
　
律
子

崖
上
の
枯
木
一
本
空
を
掃
く
　
　
　
　（
西
）
寺
岡
　
洋
子

紅
梅
が
一
気
に
咲
い
て
目
白
く
る
　
　（
西
）濵
頭
ミ
ノ
ル

わ
が
庭
に
芍
薬
牡
丹
ダ
リ
ヤ
待
ち　
　
︵
西
︶
藤
原
　
健
二

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

デ
パ
ー
ト
の
コ
ス
メ
フ
ロ
ア
ー
別
世
界

荒
木
　
宗
Q

削
除
し
た
数
多
の
悪
を
嗅
ぎ
つ
け
る

京
念
久
美
子

加
齢
臭
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
嘘
じ
ゃ
な
い

笹
岡
　
淑
子

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
花
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て

杉
尾
　
悦
子

古
代
よ
り
香
水
淑
女
魔
女
に
す
る　
　
　
　

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

年
を
取
り
地
縁
を
継
ぐ
川
柳
で 

 

か
ほ
う

家
と
墓
後
世
に
継
ぐ
難
し
さ 

 

三
　
茶

こ
の
街
の
地
域
の
き
ず
な
誇
り
た
い

あ
き
ら

桜
咲
く
親
と
つ
な
ぐ
手
う
れ
し
そ
う

と
き
こ

淡
路
か
ら
眺
む
る
橋
は
故
郷
恋
し  

と
し
子

人
と
人
繋
が
り
う
ま
く
笑
み
が
出
る

ま
り
子

赤
い
糸
切
れ
そ
で
つ
な
ぎ
五
十
年  

ま
さ
こ

◆
個
人

俺
ト
イ
レ
回
し
と
い
て
と
妻
が
云
う　
︵
東
︶
東
　
　
健
治

夫
婦
道
車
イ
ス
を
押
す
夫
か
な　
　
　
︵
東
︶
早
川
キ
ミ
エ

一
人
に
な
り
家
計
が
不
明
泣
か
さ
れ
る　
︵
東
︶
増
田
　
芳
之

短
冊
に
世
界
平
和
と
孫
が
書
く　
　
　
︵
北
︶
北
野
　
利
一

コ
ロ
ナ
禍
で
牛
乳
あ
ま
れ
ば
猫
に
も
飲
ま
し
︵
北
︶
宮
内
美
栄
子

俺
の
夢
コ
ロ
ナ
に
盗
ま
れ
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
︵
垂
︶
小
髙
　
　
肇

今
回
で
投
句
も
終
わ
り
あ
り
が
と
う　
︵
西
︶
松
井
　
文
子

扇
風
機
持
っ
て
外
出
風
を
切
る　
　
　
︵
西
︶
萩
原
　
浩
一

春
風
に
誘
わ
れ
小
さ
な
恋
の
花 

      

︵
西
︶
藤
長
　
文
子

川　柳川　柳

　
　
　
　
　
　
朋
　
子

今
日
居
る
よ
ラ
イ
ン
が
入
り
チ
ョ
ッ
ト
寄
る

　
　
お
茶
し
て
喋
り
笑
っ
て
又
ね

  

（
北
）
清
水
　
久
子

今
日
居
る
よ
ラ
イ
ン
が
入
り
チ
ョ
ッ
ト
寄
る

　
　
お
茶
し
て
喋
り
笑
っ
て
又
ね

  

（
北
）
清
水
　
久
子 へなぶりへなぶり

あとがき
　コロナ禍ではありますが、上手にコロナとつき
あい、工夫した事業も多くなっていると感じてお
ります。ソーシャルディスタンスで距離を保ちな
がらも心の距離は近くありたいものです。
　市老連の事業も本格始動。3 年ぶりの事業開始
や総会も実際に集まって実施しております。今後
も会員の笑顔と元気な声に出会うことを楽しみに
しております。
　今回も多くの原稿ありがとうございました。

「KOBE シニアクラブ」が会員間の情報交換の場と
なればと願っております。今後ともどうかよろし
くお願いいたします。
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孫
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︶
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つ
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の
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り
懐
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き
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の
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の
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︵
北
︶
眞
木
香
代
子

弟
妹
と
ツ
ク
シ
摘
み
た
る
ふ
る
さ
と
の
土
手
は
拓
け
て
跡
形
も
無
く　
　
　
　
︵
長
︶
浜
田
芙
美
代

視
野
に
入
る
車
窓
流
る
る
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磨
の
海
霞
む
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方
は
国
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み
の
島　
　
　
　
　
　
︵
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江
口
　
啓
子

大
輪
の
花
散
る
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に
舞
い
下
り
た
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り
日
の
空
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白
き
鳩　
　
　
　
　
　
︵
須
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松
井
寿
美
江

と
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と
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と
家
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を
急
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元
を
今
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の
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は
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し
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母
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け
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尾
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郎

す
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わ
が
手
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体
サ
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る
心
地
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︵
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子

漸
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に
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の
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記
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た
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二
百
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︵
西
︶
水
澤
　
　
清
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